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道
風
記
念
館
だ
よ
り

と
　
う
　
ふ
　
う

発
行
日
　

令
和
七
年
五
月
三
十
一
日

編
集
・
発
行
　

春
日
井
市
道
風
記
念
館

春
日
井
市
松
河
戸
町
五
―
九
―
三

電
話
（
〇
五
六
八
）
八
二
―
六
一
一
〇

収
蔵
品
紹
介

亀
田
鵬
斎
書
幅

　
亀
田
鵬
斎
（
一
七
五
二
～
一
八
二
六
）
は
江
戸
時
代
の

儒
学
者
で
す
。
書
に
も
秀
で
、
そ
の
書
風
は
細
く
息
の
な

が
い
曲
線
を
駆
使
し
た
独
特
の
も
の
で
、
中
国
、
唐
代
の

懐
素
の
影
響
を
受
け
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
懐
素
と
い
え
ば

狂
草
の
名
手
。
狂
草
と
は
、
文
字
ど
お
り
〝
狂
っ
た
草
〟

の
意
で
す
。
草
と
は
〝
草
書
〟
の
こ
と
。
草
書
は
漢
字
を

は
や
く
書
く
た
め
に
画
を
省
略
し
た
り
つ
づ
け
た
り
し
て

で
き
た
書
体
で
す
。

　
本
作
品
も
、
懐
素
の
狂
草
さ
な
が
ら
に
亀
田
鵬
斎
に

よ
っ
て
揮
わ
れ
た
も
の
。
狂
っ
た
よ
う
に
書
い
た
草
書
で

す
か
ら
、
当
然
読
み
に
く
い
の
で
す
が
、
す
ば
や
く
よ
ど

み
な
く
、
抜
群
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
も
っ
て
引
か
れ
た
書

線
が
第
一
の
魅
力
で
す
。

　
自
作
の
詩
を
書
い
て
い
ま
す
。

　
　
常
因
中
酒
起
来
遅
　
発
誓
長
抛
金
屈
卮

　
　
今
日
知
憐
春
夜
永
　
任
教
沈
酔
不
推
辞

常
に
中

ち
ゅ
う
し
ゅ酒

に
因
っ
て
起
き
来
た
る
こ
と
遅
し
　
金き

ん

一
幅
・
江
戸
時
代

屈く
つ

卮し

を
長
く
抛

な
げ
う
た
ん
と
発
誓
す
　
今
日
春
夜
永
き

こ
と
の
憐
れ
を
知
る
　
任

に
ん
き
ょ
う教

沈
酔
し
て
推す

い

辞じ

せ
ず

（
酒
を
飲
み
す
ぎ
て
、
毎
朝
は
や
く
起
き
ら
れ
な
い
。

し
ば
ら
く
酒
を
や
め
よ
う
。
し
か
し
断
酒
を
誓
っ
て

み
て
気
付
い
た
。
今
日
の
春
の
夜
は
な
ん
と
う
つ
く

し
い
こ
と
だ
ろ
う
。
え
え
い
。
こ
ん
な
夜
は
飲
ま
ず

に
お
ら
れ
ま
い
！
）

　
こ
の
作
品
も
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
書
か
れ
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
縦
八
九
・
二
セ
ン
チ
、
横
二
一
・
七
セ
ン
チ

と
小
ぶ
り
で
す
が
、
飄
々
と
旋
回
す
る
筆
致
か
ら
か
、
存

在
感
が
あ
り
、
大

き
な
作
品
と
思
わ

せ
る
、
魅
力
あ
る

書
で
す
。

　
現
在
開
催
中
の

展
覧
会
、
館
蔵
品

展
「
一
回
性
の
美

学
」
で
七
月
十
三

日
（
日
）
ま
で
展

示
し
て
い
ま
す
。
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よ
っ
て
整
理
が
進
め
ら
れ
、
一
九
九
七
年
に
全
簡
の
釈
文

が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。『
論
語
』の
竹
簡
は
六
二
〇
枚
余
り
、

字
数
は
七
五
七
六
字
で
、
現
行
本
（
お
よ
そ
一
万
六
〇
〇
〇

字
）
の
二
分
の
一
足
ら
ず
の
分
量
で
す
が
、
対
応
す
る
本

文
は
現
行
本
の
二
〇
篇
（
学が

く
じ而

篇
～
堯

ぎ
ょ
う
え
つ曰

篇
）
す
べ
て
に
わ

た
り
ま
す
。

　
平
壌
本
は
、
一
九
九
〇
年
代
の
は
じ
め
頃
に
北
朝
鮮
の

平
壌
市
楽ら

く
ろ
う浪

区
域
に
あ
る
貞
柏
洞
三
六
四
号
墓
か
ら
出
土

し
た
竹
書
で
す
。
竹
簡
は
そ
の
後
失
わ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

出
土
直
後
の
撮
影
と
み
ら
れ
る
二
枚
の
写
真
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。
同
出
の
「
楽
浪
郡
初
元
四
年
県
別
戸
口
簿
」
木

牘
の
分
析
か
ら
、
墓
主
は
楽
浪
郡
府
の
属ぞ

く
り吏

で
、
該
墓
は

木
牘
の
紀
年
で
あ
る
初し

ょ
げ
ん元

四
年
（
前
四
五
）
か
ら
遠
く
な

い
時
期
に
造
営
さ
れ
、
平
壌
本
書
写
の
下
限
も
そ
の
頃
と

見
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
出
土
し
た
竹
簡
は
現
行
本
の
先せ

ん
し
ん進

篇
・
顔が

ん
え
ん淵

篇
の
い
ず
れ
か
に
属
し
、
推
定
総
数
は
一
二
〇

枚
前
後
、
そ
の
う
ち
確
認
さ
れ
る
竹
簡
は
四
四
枚
（
完
簡

三
九
枚
・
残
簡
五
枚
）、
字
数
は
七
五
六
字
で
、
現
行
本
の

お
よ
そ
二
〇
分
の
一
足
ら
ず
で
す
。

　
海
昏
本
は
、
二
〇
一
五
年
に
江こ

う
せ
い西

省
南

な
ん
し
ょ
う昌

市
の
海
昏
侯

劉り
ゅ
う
が賀

の
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
書
で
、
劉
賀
の
没
年
で
あ
る

神し
ん
し
ゃ
く

爵
三
年
（
前
五
九
）
以
前
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
全
容
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
お
ら
ず
、
概
要
と
初
歩
的

研
究
が
発
表
さ
れ
た
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
そ
れ
に
よ
れ
ば

『
論
語
』
の
竹
簡
は
五
〇
〇
枚
余
り
、
大
部
分
は
残
缺
し

て
完
全
な
簡
は
少
な
く
、
釈
読
可
能
な
文
字
は
現
行
本
の

お
よ
そ
三
分
の
一
で
、
残
存
す
る
文
字
が
比
較
的
多
い
篇

は
、
公こ

う
や
ち
ょ
う

冶
長
篇
、
雍よ

う
や也
篇
、
先
進
篇
、
子し

ろ路
篇
、
憲け

ん
も
ん問
篇

な
ど
が
あ
り
、
す
で
に
散
逸
し
た
知ち

ど
う道

篇
の
残
簡
も
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
三
つ
の
テ
キ
ス
ト
の
書
写
年
代
の
下
限
は
、

い
ず
れ
も
前
漢
後
期
と
見
な
さ
れ
ま
す
が
、
残
存
す
る
本

文
が
限
定
さ
れ
、
章
や
篇
な
ど
の
編
成
に
つ
い
て
の
情
報

も
断
片
的
で
あ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
漢
代
の
竹
簡
『
論

語
』
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。

　
た
だ
し
本
文
が
公
表
さ
れ
て
い
る
定
州
本
・
平
壌
本
と

現
行
本
と
を
比
較
す
る
と
、
少
な
か
ら
ぬ
文
字
の
異
同
が

認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
多
く
は
通つ
う
か
じ

仮
字
や
助じ

ょ
じ字

に
か

か
わ
る
も
の
で
あ
り
、
漢
代
の
『
論
語
』
と
現
行
本
と
は
、

か
な
り
近
い
系
統
の
本
文
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ

ま
す
。
ま
た
全
体
の
篇
数
も
不
明
で
す
が
、
定
州
本
の
残

存
本
文
が
現
行
本
二
〇
篇
の
い
ず
れ
か
の
本
文
と
対
応
す

る
点
、
後
述
す
る
よ
う
に
海
昏
本
に
み
え
る
篇へ

ん
だ
い題

（
篇
の

タ
イ
ト
ル
）
が
現
行
本
の
篇
名
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
点
な
ど

か
ら
、
現
行
本
の
二
〇
篇
と
漢
代
の
テ
キ
ス
ト
と
の
間
に

は
緊
密
な
つ
な
が
り
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
以
下
で
は
現
時
点
に
お
け

る
ひ
と
つ
の
試
み
と
し
て
、
三
つ
の
竹
簡
『
論
語
』
か
ら

得
ら
れ
る
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
、
不
足
す
る
部
分
を
現
行

本
で
補
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
時
の
姿
を
再
現
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
ま
ず
一
簡
の
長
さ
・
幅
・
字
数
、
竹
簡
を
編へ

ん
て
い綴

す
る
綴と

じ
ひ
も
の
数
で
す
。

　
定
州
本
は
、
簡
長
一
六
・
二
セ
ン
チ
、
幅
〇
・
七
セ
ン
チ
、

字
数
は
一
九
～
二
一
字
、
綴
じ
ひ
も
は
三
本
（
上
・
中
・
下
）

で
す
。

　
平
壌
本
は
写
真
の
み
が
伝
わ
る
た
め
、
簡
長
や
幅
な
ど

の
数
値
は
知
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
字
数
は
一
八
～
二
〇
字
、

綴
じ
ひ
も
は
三
本
で
す
。

　
海
昏
本
の
簡
長
や
幅
な
ど
の
数
値
は
、
未
だ
明
ら
か
に

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、
江
西
省
文
物
考
古
研
究

所
等
「
南
昌
市
西
漢
海
昏
侯
墓
」（『
考
古
』
二
〇
一
六
年
第

　
現
在
開
催
中
の
大
阪
・
関
西
万
博
の
中
国
パ
ビ
リ
オ
ン

は
、古
代
の
竹
簡
の
書
物
（
竹ち

く
し
ょ書
）
を
広
げ
た
形
を
モ
チ
ー

フ
に
し
た
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
が
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
国
古
代
の
書
物
に
竹
簡
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
近
年

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
と
は
言
え
、
紙

の
書
物
に
な
じ
ん
だ
私
た
ち
に
は
、
な
か
な
か
具
体
的
に
イ

メ
ー
ジ
し
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
で
す
。
今
回
は
中

国
の
代
表
的
な
古
典
で
あ
る
『
論
語
』
を
取
り
上
げ
、
出

土
し
た
実
物
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
竹
簡
に
書
か
れ

た
古
代
の
書
物
の
姿
を
想
像
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
大
量
の
簡か

ん
と
く牘

資
料
が
出
土
し
、

竹
簡
に
書
か
れ
た
戦
国
か
ら
秦
・
漢
時
代
の
書
物
の
実
態

も
か
な
り
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
の
と
こ
ろ

ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
竹
簡
『
論
語
』
の
資
料
は
、

・
定

て
い
し
ゅ
う州

漢
墓
竹
簡
『
論
語
』（
定
州
本
・
図
1
）

・
平

へ
い
じ
ょ
う
て
い
は
く
ど
う

壌
貞
柏
洞
三
六
四
号
墓
竹
簡
『
論
語
』（
平
壌
本
）

・
海か

い
こ
ん
こ
う

昏
侯
墓
竹
簡
『
論
語
』（
海
昏
本
）

の
三
つ
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
定
州
本
は
、
一
九
七
三
年
に
河
北
省
定
州
市
の
中

ち
ゅ
う
ざ
ん
か
い

山
懐

王お
う
り
ゅ
う
し
ゅ
う

劉
脩
の
墓
か
ら
出
土
し
た
竹
書
で
、
劉
脩
の
没
年
で

あ
る
五ご

ほ
う鳳

三
年
（
前
五
五
）
以
前
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
前
漢
末
頃
に
盗
掘
さ
れ
て
火
災
に
遭
っ
た
た

め
、
出
土
し
た
竹
簡
は
散
乱
・
炭
化
し
て
塊か

い
じ
ょ
う状

に
な
り
、

大
部
分
が
残
簡
と
い
う
深
刻
な
状
態
で
し
た
。
そ
の
上
、

一
九
七
六
年
の
唐と

う
ざ
ん山
大
地
震
に
よ
っ
て
竹
簡
の
一
部
が
損

壊
す
る
事
故
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
研
究
者
の
尽
力
に

福
　

田
　
哲
　

之

中
国
古
代
の
簡
牘
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簡
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七
期
、
第
六
一
頁
）
所
載
の
写
真
図
版
「
図
五
七 

竹
簡
」・

「
図
五
八 

竹
簡
」
に
付
さ
れ
た
整
理
番
号
「M

1:

剖
面

２ 564

正
」・「M

1:

剖
面
２ 564

反
」
と
江
西
省
文
物

考
古
研
究
院
等
「
江
西
南
昌
西
漢
海
昏
侯
劉
賀
墓
出
土

竹
簡
室
内
清
理
保
護
」（『
文
物
』
二
〇
二
〇
年
第
六
期
、
第

二
二
頁
）
の
デ
ー
タ
と
の
照
合
か
ら
、『
論
語
』
の
竹
簡
は

M
1:933-13

堆
積
に
属
し
、
そ
の
簡
長
は
二
一
～
二
三
セ

ン
チ
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
ま
す
。
字
数
は
毎
簡
二
四
字
、

綴
じ
ひ
も
は
三
本
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
三
つ
の
竹
簡
『
論
語
』
は
、
綴
じ
ひ
も
が

三
本
で
あ
る
点
は
共
通
し
ま
す
が
、
簡
長
・
字
数
は
異
な

り
ま
す
。
こ
こ
で
は
概
数
と
し
て
一
簡
の
長
さ
を
二
〇
セ

ン
チ
、
字
数
を
二
〇
字
、
幅
は
定
州
本
と
他
の
漢
代
の
竹

書
の
デ
ー
タ
と
を
参
考
に
し
て
〇
・
七
～
一
セ
ン
チ
と
し

ま
す
。

　
次
は
、
章
や
篇
の
形
式
で
す
。

　
章
の
冒
頭
は
、
竹
簡
の
先
頭
か
ら
書
き
出
さ
れ
、
平
壌

本
で
は
章
の
は
じ
め
に
黒
点
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
章
の

末
尾
は
、
本
文
が
簡
の
途
中
で
終
わ
る
場
合
は
そ
の
ま
ま

空
白
と
し
、
次
の
章
は
あ
ら
た
め
て
別
の
竹
簡
の
先
頭
か

ら
書
き
出
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
形
式
は
三
つ
の
テ
キ
ス
ト

に
共
通
し
ま
す
。

　
篇
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る

の
は
、
海
昏
本
の
各
篇
首
の

比
較
的
よ
く
保
存
さ
れ
た
竹

簡
背
面
の
上
端
に
近
い
場
所

に
、「
雍
也
」「
子
路
」「
堯
（
現

行
本
の
「
堯
曰
」
に
対
応
）」「
智

（
知
）
道
」
な
ど
の
篇
題
が
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ

れ
は
広
げ
た
竹
簡
を
左
か
ら

内
側
に
巻
き
収
め
た
際
に
、
背
面
の
篇
題
が
表
に
出
て
タ

イ
ト
ル
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
す
。

　
定
州
本
か
ら
は
篇
題
を
記
し
た
竹
簡
は
検
出
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
が
、「
・
凡
卅
章 

・
凡
七
百
九
十
字
」
の
よ
う
に

各
篇
の
章
数
・
字
数
を
記
し
た
章

し
ょ
う
す
う
か
ん

数
簡
が
一
〇
枚
検
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
平
壌
本
は
竹
簡
正
面
の
写
真
の
み
の
た
め
、
背
面
の
篇

題
や
章
数
・
字
数
の
表
記
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
。

　
海
昏
本
や
定
州
本
に
見
え
る
篇
題
や
章
数
簡
の
存
在
か

ら
、
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
は
篇
ご
と
に
独
立
し
、
読
み
終

わ
れ
ば
巻
い
た
状
態
で
収
納
さ
れ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ

ま
す
。

　
そ
れ
で
は
デ
ー
タ
に
も
と
づ
き
、
竹
簡
『
論
語
』
の
姿

を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
篇
の
数
は
現
行
本
の
二
〇
篇

を
基
準
と
し
、
そ
の
う
ち
最
少
字
数
の
堯
曰
篇
と
最
多
字

数
の
憲
問
篇
を
取
り
上
げ
、
竹
簡
の
枚
数
を
推
計
し
ま
す
。

堯
曰
篇
の
字
数
は
定
州
本
の
章
数
簡
に
み
え
る
三
二
二
字
、

憲
問
篇
の
字
数
は
現
行
本
の
一
三
四
九
字
と
し
ま
す
。

　
推
計
に
あ
た
っ
て
問
題
と
な
る
の
は
、
各
篇
の
総
字
数

を
単
純
に
一
簡
の
字
数
二
〇
で
割
っ
た
場
合
、
篇
内
各
章

の
章
末
の
空
白
・
改
行
が
考
慮
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
、

実
際
よ
り
少
な
め
の
簡
数
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
す
。

　
こ
こ
で
拠
り
所
と
な
る
の
が
平
壌
本
で
す
。
上
述
の
よ

う
に
平
壌
本
は
現
行
本
の
先
進
篇
と
顔
淵
篇
と
の
二
篇
に

対
応
す
る
本
文
か
ら
な
り
、
字
数
・
書
式
の
分
析
と
現
行

本
の
本
文
に
も
と
づ
く
試
算
に
よ
り
、
先
進
篇
は
六
〇
枚
、

顔
淵
篇
は
六
一
枚
、
両
篇
合
計
一
二
〇
枚
前
後
で
あ
っ
た

と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
二
篇
の
う
ち
残
存
字
数

の
多
い
先
進
篇
の
推
定
字
数
（
一
〇
五
二
字
）
と
推
定
枚

数
（
六
〇
枚
）
と
の
比
率
に
も
と
づ
き
、
枚
数
を
割
り
出

す
こ
と
に
し
ま
し
た
。
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
方
法
で
す

が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
堯
曰
篇
は
お
よ
そ
二
〇
枚
、
憲
問
篇

は
お
よ
そ
八
〇
枚
と
な
り
ま
す
。

　
以
上
を
総
合
す
れ
ば
、
漢
代
の
竹
簡
『
論
語
』
は
、
長

さ
お
よ
そ
二
〇
セ
ン
チ
、
幅
一
セ
ン
チ
足
ら
ず
の
竹
簡

お
よ
そ
二
〇
枚
～
八
〇
枚
を
三
本
の
横
ひ
も
で
綴
じ
た
、

二
〇
巻
前
後
の
巻
物
で
あ
り
、
広
げ
た
時
の
横
の
長
さ
は
、

短
い
篇
は
一
四
～
二
〇
セ
ン
チ
、
長
い
篇
は
五
六
～
八
〇

セ
ン
チ
程
度
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
ま
す
。

（
島
根
大
学
名
誉
教
授
　
ふ
く
だ
　

て
つ
ゆ
き
）

主
要
参
考
文
献

・
河
北
省
文
物
研
究
所
定
州
漢
墓
竹
簡
整
理
小
組
『
定
州
漢
墓
竹

簡
論
語
』
文
物
出
版
社
、
一
九
九
七
年
（
図
1
出
典
）

・
李
成
市
・
尹
龍
九
・
金
慶
浩（
橋
本
繁 

訳
）「
平
壌
貞
柏
洞

三
六
四
号
墳
出
土
竹
簡
『
論
語
』
に
つ
い
て
」、
中
国
出
土
資

料
学
会
『
中
国
出
土
資
料
研
究
』
第
一
四
号
、
二
〇
一
〇
年

・
齊
藤
正
高
「『
論
語
』
の
基
礎
統
計
」、
愛
知
大
学
現
代
中
国
学

会
『
中
国
21
』
第
五
一
号
、
二
〇
一
九
年
一
二
月

・
朱
鳳
瀚
主
編『
海
昏
簡
牘
初
論
』北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年

図1　定州漢墓竹簡『論語』（模本）
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令和 6年度　事業報告

展覧会

■　1階展示室

企画展「道風記念館所蔵 現代の書優品展」
4月26日～7月15日
・館蔵の現代書作品のなかから、特に優品を選んで展示。
・学芸員による展示品解説　5月11日・6月9日

企画展 ｢おののとうふう～中国の書と和様の書～｣
7月20日～9月1日
・子どもにもわかりやすく小野道風を紹介。
・ワークショップ「はじめてのふで」「秘密の特訓」「道風くん

にチャレンジ！」を実施。

特別展「岡寺版集帖｣
9月6日～10月14日
・三重県継松寺所蔵の岡寺版集帖を中心に日本の集帖を展示。
・講演会「岡寺版集帖と韓天寿」9月29日　講師　伊藤滋氏

館蔵品展「半切という紙面」
10月19日～12月15日
・館蔵品のなかから半切の作品を展示。
・学芸員による展示品解説　11月10日・11月30日

館蔵品展「書の魅力」
12月18日～2月16日
・様々な魅力をもつ館蔵の書作品を展示し、書の鑑賞方法を提案。
・学芸員による展示品解説　1月26日・2月8日

企画展「おののとうふう～小野一族のひみつ～」

　小野道風（894 ～ 966）は、平安時代中期を代表する能
書（書の上手な人）です。道風の日本書道史上における功
績を一口で言えば、従来の中国の書の模倣から脱して、日
本風の書を創造したことです。その優美な書は和様の書と
呼ばれ、後世に大きな影響を与えました。
　今回の企画展では、遣隋使として中国へ渡った小野妹子
や、漢詩文に長けた小野篁、和歌にすぐれた小野小町など、
道風の一族にもスポットをあてつつ、子どもにもわかりや
すいよう、小野道風とその書を丁寧にご紹介します。柳と
蛙の逸話にもみられる努力の尊さ、古きを学び、それを活
かして新しい書を生み出した道風の革新的な精神に触れて
いただきたいと思います。

◆ 会　期　令和7年7月18日（金）～ 8月31日（日）
◆ 観覧料　一般　100円、高校・大学生　50円、
　　　　　中学生以下とその保護者無料
◆ 休館日　月曜日（祝休日の場合は翌平日）

館蔵品展「小さきものはみな愛
うつく

し―懐紙･短冊･扇面･小品―」
2月21日～4月20日
・館蔵の近現代書作品のなかから、小さくかわいらしい書を紹介。
・学芸員による展示品解説　3月2日・4月12日

■　2階展示室

「第89回県下児童生徒席上揮毫大会作品展」
12月18日～1月8日

「第43回道風の書臨書作品展」
1月18日～2月2日

講座

「源氏物語絵巻の魅力にせまる」
6月〜7月（4回）
・書、料紙、内容など、様々な角度から鑑賞する源氏物語絵巻の講座。
　講師　四辻秀紀氏

「書にふれる、はじめての講座」
2月～ 3月（6回）
・書にふれたことのないほどの初心者に向けた実技と鑑賞の講座。
　講師　橋詰桃邨氏

「伝藤原行成筆重之集をかく」
2月～ 3月（4回）
・重之集を題材とした臨書実技講座。
　講師　馬場紀行氏

展覧会案内


